
 

 

 

 

 

 

 2018年第1回年末一時金集計  

単単純純平平均均 22..1133 ヵヵ月月・・7700 万万 44,,881166 円円  

＜回答状況＞ 

 2018年 2017年同期 2016年同期 

登録組合数 730 730 747 

回答組合数 230（31.5%） 189（25.9%） 164（22.0%） 

 うち上積み獲得 6（2.6％）  5（2.6％） 18（11.0％） 

うち妥結組合数 42（18.3％） 62（32.8％） 23（14.0％） 

＜回答内容＞（月数および金額） 

集計方法＆対象 2018年 2017年同期 （前年比） 

単純平均 
月数 2.13  2.02  ＋0.11  

額（円）    704,816  681,484  ＋23,332 

加重平均 
額（円）  699,084  661,933  ＋37,151  

組合員数（人）  68,830  62,901    

＊額または月数のみの報告があるため、双方は連動しません。 

＜前年実績と比較可能な組合における回答状況＞（金額での比較） 

 2018年 前年実績 2016年 

前年との比較が可能な組合数 143 105 103 

うち前年額以上の組合 81（57.1%） 60（57.1%） 31（30.1%） 

 （前年超）  76  57 29 

 （同 額）     5 3 2 

＜前年実績と比較可能な組合における単純平均額・月数の比較＞ 

 組合数 金額・月数 前年実績 （前年比） 

単純平均 
額（円） 143 699,757 686,135 13,622  

月数 209    2.13    2.10 0.03  
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2018 年 11 月 12 日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 9日、2018年の年末一

時金第1回集計を行い11単産部会から報告が寄せられました。 

 



  

＜集計結果の概要＞ 

回答引出し・妥結状況 

2018 度の年末一時金の第 1 回集計には、16 単産・部会から報告が寄せられ、登録 730 組合のう

ち 230 組合が回答を引き出しています。回答引き出し率は 31.5％となっています。回答引き出し

組合のうち上積み回答を引き出したのは 6 組合・2.6％となっています。 

現時点で妥結した組合は、18 夏季一時金闘争で、夏冬型で回答を引き出した組合を中心に 42 組

合となっています。妥結率は 18.3%となっています。 

 

全体の回答内容 

月数回答のあった 221 組合での単純平均月数（一組合あたりの平均）は 2.13 ヵ月で、前年同期

（2017 年 11 月 10 日時点）2.02 ヵ月と比べプラス 0.11 ヵ月の増加となっています。また、金額回

答のあった 148 組合での単純平均額は 704,816 円で、前年同期（681,484 円）を 23,332 円上回っ

ています。加重平均額（組合員一人あたりの平均）は 699,084 円で前年同期（661,933 円）から 37,151

円増となっています。 

なかでも、出版労連（9 組合）、JMITU、映演労連（各 3 組合）、地方マスコミ（2 組合）、建設

関連労連、金融労連、日本医労連（各 1 組合）で 3 か月以上の回答を引き出しています。 

また額でも、出版労連（11 組合）、地方マスコミ（3 組合）、JMITU（2 組合）、化学一般労連、

全印総連（各 1 組合）、の計 18 組合が 100 万円以上の高額回答を引き出し、そのうち 4 組合が 200

万円以上の回答を引き出しています。最高額は出版労連の組合で 295 万 8,933 円となっています。 

回答引き出し組合数が全体の 3分の 1となっており、単純に傾向を言える段階にはありませんが、

全体としてやや好調な出だしとなっています。 

 

前年実績比較可能な組合での回答状況 

同一組合での対比が可能な 143 組合での単純平均額の結果を前年実績と比べると 699,757 円で、

前年実績を＋13,622 円増となっています。143 組合のうち 81 組合（57.1%）が前年実績額以上の

回答を勝ち取っています。また、月数で同一組合対比可能な 209 組合の単純平均月数は 2.13 ヵ月

で、前年実績を 0.03 ヵ月上回っています。 

 

パートなど非正規の仲間の一時金 

非正規ではたらく仲間の一時金獲得は、別表の 5単産 82組合から 127件の獲得報告が寄せられ

ています。（昨年同期は、3単産 88組合 132件）このうち、パートやアルバイトなどを中心とした

時給制労働者の一時金獲得は、日本医労連（44件）、生協労連（38件）、JMITU（2件）、全印総連、

映演労連の計 86件となっています。月数報告のあった 77組合の単純平均は 0.826ヶ月、金額報告

のあった 25組合の単純平均は 72,500 円となっていて、ほぼ昨年並みの回答水準となっています。

月給制労働者では、生協労連で 25件、JMITU、映演労連（各 1件）の獲得となり、月数の単純平均

で 1.279ヶ月、金額で 250,885円となっています。 


